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SAP Travel Managementは予約プロセスを自動化し、その経験を問
わず、あらゆるユーザーのニーズをサポートします。出張者は、ソフトウェ
アの指示どおりに操作するだけで、最も近いホテルや空港を地図上で
特定できます。ホテルの部屋や建物の画像を参考に出張者が選択でき
る一方で、自動化されたプロセスによって社内出張規程を満たす最安値
の内容が予約されます。

また、SAP Travel Managementは SAP Business Workflowと統合さ
れているため、承認または規程を外れるための許可が必要な場合は、
自動的にマネジャーに通知が送付され、通常の出張データと予約した
出張サービスが出張経費会計システムに自動的に転送されます。

従業員は、計画 /予約機能以外のすべての出張ニーズにも1カ所からア
クセスできます。各人の優先事項（機内は通路側、ホテルは禁煙、レンタ
カーはマニュアル、など）は予約・発券システムと同期された個人プロファ
イルに記録され、新しい従業員セルフサービスを通じて出張者自身が管
理できます。このデータ取得機能によって、予約のグローバルな同期が
可能になります。これは、SAP Travel Managementを使わずに手配し
た出張プランも、どこで作成したプランかに関係なく、このソフトウェア
内で自動的に利用できることを意味します。

出張規程の遵守
SAP Travel Managementでは、自社で定めた出張規程を活用できま
す。つまり、自社固有の条件と業務プロセスに合わせて策定したポリシー
を組み込めるということです。企業は、主要プロバイダーや該当するサー
ビスクラスに関するルールを詳細に指定できます。たとえば、国内また
は海外、都市の組み合わせ、地域など、さまざまな条件に応じて優先
する航空会社を定義することができます。

また、複数のポリシーを定義し、それぞれに異なる従業員カテゴリーを
割り当てることもできます。たとえば、従業員が拠点とする国、地域、都
市、または出張先や出張期間に基づいて、異なるルールを設定できます。
さらに、各ルールに対して優先順位や例外処理を割り当てることもでき
ます。

仮に、出張者が社内出張規程で優先順位の低いサービスを選択したと
しましょう。このような場合、その選択の根拠を明らかにするために、事
前に社内で定義しておいた理由を一覧から選択するよう出張者に求め
ることができます。また、特定の理由については、特別な承認プロセス
を経なければ選択できないようにすることも可能です（ワークフローテク
ノロジーを使用して承認プロセスを起動します）。

企業プロファイル

■ 全社レベルまたは
 部門固有の
 社内出張規程
■ 主要ベンダー
■ 交渉済みの料金
■ ホテルの一覧
■ ルート、出張先、旅行区分
（飛行機、ホテル、
 レンタカー）、
 出張期間など

出張者のプロファイル

■ 出張者専用
■ 個人初期設定（出発地、
優先するホテル/

 自動車/航空会社、
 顧客ロイヤルティー
 プログラム）
■ 予約データ/
 プロファイルは、
 予約システムと同期

出張者/
個人が
管理

図 2： セルフサービスを使った出張計画
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優先サプライヤーと特別料金
SAP Travel Managementでは、出張者自身が、自社向けの特別料金と
割引率に基づいて出張を手配することができます。たとえば次のような
仕組みです。従業員が飛行機を予約する場合、まず、出張者の希望す
るルートに基づき、最適なオプションが自動的に生成されます。画面には、
条件に該当する便のうち最安値の運賃と、その他の格安オプションが
自動的に表示されます。そして、優先プロバイダーはハイライトされ、上
位に表示されます。

最適価格のクエリーの検索条件は企業文化や社内規程に合わせて設
定することができ、直行便 /ノンストップ便、ペナルティ料金、利用制限
期間、サービスクラスなど、任意の条件に重み付けを与えて結果を表
示することも可能です。現在利用可能な旅行ルートの選択肢がリアルタ
イムに表示されるので、出張者は十分な情報に基づいて低コストのルー
トを選択できます。あるいは、選択した内容が最適価格でない場合は、
承認を求めることができます。

出張者の個人プロファイル
出張者は、出張時の優先事項をまとめた個人プロファイルを登録して、
マイレージプログラムや顧客ロイヤルティープログラムを管理することが
できます。ソフトウェアはどの予約システムに接続した場合でも、このプ
ロファイルに記録された個人の優先事項やデータを、社内出張規程や
安全基準の情報と一緒に自動的に送信します。

予約システムのパートナー
SAP Travel Managementとさまざまな予約システムの間の統合接続を
介して、オンライン予約を行うことができます。SAP Travel Management
には、Amadeus、Sabre、Galileoなど、世界の主要な予約・発券システ
ム（GDS）と接続できる専用インターフェースがあります。GDSは出張者
と旅行代理店とのリンクを確立し、出張者が SAP Travel Management
の計画 /予約機能でオンライン処理を完了すると、優先旅行代理店の作
業キューにデータを自動転送します。

ここ数年間で旅行業界は大きな変化に見舞われました。それに伴い、SAP 
Travel Managementでも、SAP NetWeaver Exchange Infrastructure
（SAP NetWeaver XI）コンポーネントを利用して、さまざまな予約システ
ムに対応できるオープンなインターフェースを導入しています。企業はこ
の統合プラットフォームを利用して、ホテルの予約システムや格安航
空券システム（低価格の航空会社やインターネット航空券など）を SAP 
Travel Managementのオンライン予約機能に接続することができます。
インターフェースを個別に開発しなくても、SAP NetWeaver XI内でイン
ターフェース間のマッピングが構成されるので、予約システムの切り替
えも短時間で簡単に行えます。

SAP Travel Managementには、現地の鉄道会社の企業ポータルとの
双方向インターフェースも統合されています。たとえば、Deutsche 
Bahn Corporate Portalではデスクトップからオンラインでチケットを発
券できるので、社内の郵送プロセスにかかるコストを削減できます。
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SAP Travel Managementは、出張経費の会計に要する作業やリソー
スの大幅な削減にも貢献します。使いやすいアプリケーションによって、
企業は出張経費明細を迅速に処理し、会計プロセスと決済プロセスを
合理化できます。出張者はオフライン機能を使って、既存の経費レポー
トへのアクセス、新規レポートの作成、領収書データの入力を実行でき、
後でオンライン接続するとデータはすべて SAP Travel Managementと
同期されます。これにより、オフライン時の従業員の時間を最大限に活
かしながら、出張費関連のタスクを完全にサポートできます。

このアプリケーションでは重要な出張の明細が自動的に転記されるため、
出張者はデータの重複入力から解放されます。また、ボタンをクリックす
るだけで、未添付のクレジットカードの領収書の概要を即座に確認する
こともできます。

さらに、社内規程の遵守を促すために、経費入力のルールをさまざまな
方法で設定することができます。たとえば、会社支払分の支出エントリを
作成し、それを払戻額から除外して、出張ごとの総出張費を明確化する
ことができます。経費の種類に応じて重要度の異なる警告メッセージを
送信することや、経費の種類に基づいて特定の情報エントリを強制的
に追加することも可能です。このアプリケーションは、出張関連の経費
だけでなく、オフィスの備品、会議料や接待費などの支出カテゴリーにも
対応しています。種類別に設定できる経費レポートでは、さまざまな支出
カテゴリーごとに明確なルールを定義できます。この出張経費会計ソフト
ウェアには、次の機能があります。

仮払金
出張申請で生じた仮払金が、対応する出張の出張経費レポートに自動
的に転送され、会計処理の際に最終払戻額から自動的に控除されます。

短期滞在
短期滞在（付加的な出張先）の正確な日時を確定し、正確な出張手当を
適用できます。この金額は出張の種類やその国での訪問地域によって
大きく異なる場合があります。

領収書
種類、日付、金額などの領収書情報を入力し、保存できます。領収書は種
類に適した税率で総勘定元帳に自動的に転記されます。金額はどの通
貨で入力してもかまいません。通貨の変換は自動的に行われます。経費
の種類によっては、追加情報用の必須フィールドを指定しておき、ユーザー
に情報の入力を要求することもできます。たとえば、交際費の領収書の
場合は接待相手の名前の入力が必須、といった指定ができます。

明細ウィザードでは、使途に応じて領収書を分類できます。たとえば、ホ
テルの領収書を食事、宿泊、個人経費、税金といった支出の種類ごとに
個別の領収書に分割できます。必要な場合には、宿泊費の領収書を宿
泊日ごとに分けることもできます。この機能によって、領収書を確認 /承
認する複雑なプロセスが簡素化されます。領収書ウィザードの機能は、
クレジットカードの決済プロセスの一部として、領収書のインポートが必
要な場合に特に有益です。

国別の出張手当コスト配分/分割

仮払金

領収書

紙ベースの領収書の
光学保存

企業固有の対話制御

マイレージ

出張先の追加

控除

変更履歴

承認/決済/支払/課税

出張経費の取得

図 3：SAP Travel Managementの出張経費管理機能の処理範囲

出張経費の会計
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出張手当
このソフトウェアのポリシー設定では、出張あたりの手当の支給 /計算
に加え、企業固有の値を個別に構成するオプションを追加できます。法
定支給額以上の出張手当を企業が支払った場合、課税対象部分が算出
され、以降の給与・課税処理のために SAP ERP HCMに転送されます。
法定支給額の変更は、SAPからサポートパッケージまたはアップデート
ダウンロードとして提供されます。ダウンロードファイルは、お客様とパー
トナー企業に関連したサービスを提供するSAPのワンストップ・インター
ネット・ポータル、SAP Service Marketplaceから入手できます。

マイレージ
ソフトウェアの構成セットには国ごとの事情に応じたマイレージ割引が
組み込まれており、完全な詳細を入力できます。乗客、手荷物重量、ま
たはその他の企業固有項目の情報も追加できます。不正の可能性を排
除するため、自動化されたマイレージ算出機能で出張先との距離を検
出するようになっており、企業が指定した妥当な差額内でのみ、手動に
よる調整が許可されます。

費用配分
SAP Travel Managementを活用すると、出張事由と効果に基づいて
費用を配分できます。たとえば、計画段階で SAP ERP内で設定された
原価要素（コストセンター、注文番号、プロジェクトなど）と出張経費をリン
クし、費用を金額または比率で配分できます。この費用配分は、ソフトウェ
アによって企業の財務会計や財務管理に転送されます。出張経費はニー
ズに応じてさまざまな方法で配分できます。たとえば、出張全体（領収書
単位）または特定の短期滞在先ごとの総費用を入力できます。

控除
国によっては、控除を使用して出張手当を削減することができます。た
とえば、出張先の会議で昼食や夕食が無料だった場合、その日に支払
う出張手当から相応額が控除されます。控除額は、訪問先の国や地域
によって異なります。SAP Travel Managementでは、使用している国
のテンプレート構成に保存された情報に基づき、自動的に控除額を算出
します。

クレジットカード決済
企業のクレジットカードまたはトラベルセンター /ゴーストカードで支払っ
た出張経費と、関連のクレジットカード情報を、クレジットカード会社から
提供された決済ファイルを使用してソフトウェアにインポートできます。
従業員は支出をオンラインで確認し、該当する出張にすばやく簡単に領
収書を割り当てることができます。元の支払経費や支払情報を会計に
転送することで、財務のサプライチェーン内での透明性が高まり、クレジッ
トカード会社への支払も迅速になります。分割支払機能によって、次の2
つの支払処理を同時に発生させることができます。

■ 出張者の仮払分の精算
■ クレジットカード会社への支払（SAP Travel Managementのインター
フェースでは、ほとんどの主要なクレジットカード会社の認証が可能）

企業クレジットカードで出張旅費を決済した場合ばかりでなく、旅費以外
の関連支出のカード決済にも使用できます。この情報を SAP Travel 
Managementにインポートすることにより、関連支出の精算と支払も迅
速化されます。

光学保存
SAPの認定パートナーの保存技術を利用することにより、光学保存され
た紙の領収書を出張経費の会計と統合し、決済を最適化することがで
きます。画像化された領収書を関連する出張に自動的に割り当てること
で、面倒な手作業でのスキャンや添付作業を減らすことができます。
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支払方法
SAP Travel Managementによって、従業員への払戻の支払方法を次
のような複数のモデルから選択できます。

■ 財務会計経由の支払 (SAP ERP Financials)
■ 給与での支払（SAP ERP HCM）
■ クレジットカード会社とのDME（Data Medium Exchange）による支払

出張経費の報告
SAP Travel Managementの従業員セルフサービス機能の一部として
提供されている電子フォームを使って出張経費を報告すると、出張管理
プロセスがさらに最適化されます。従業員は出張経費の報告を簡単に
プレビューして確認したり、統合されたAdobe PDF形式をベースとする
フォームを印刷、保存、送信したりすることができます。

SAP Travel Managementでは、標準の報告書に加え、2種類の要約
版の報告書が用意されています。この報告書には出張経費と関連情報
が、出張先の通貨（経費が発生した場所の通貨）で表示されます。SAP 
Business Workflowを活用すると、出張の承認プロセスを迅速化できま
す。出張申請は承認を担当する責任者やマネジャーに自動的に転送さ
れ、その同じワークフロー経由で出張者に承認または拒否の確認が送
信されます。SAP Business Workflowでは、海外出張か国内出張かな
どの一定の条件に基づき、かつ、複数の承認者が関わる多層的な承認
ステップを定義することができます。

SAP Business Workflowでは、次のような柔軟性の高いオプションを
使用して、標準の報告シナリオを調整または強化できます。

■ 出張事前承認：出張事由、出張期間、日付、概算の費用など、必要な
すべての基本データを含む出張申請

■ 予約後承認：出張をオンラインで予約済みのとき。この場合、従業員
は必要な旅行サービスをすでに予約しているので、出張が承認され
た時点で最安値運賃が売り切れていたといった問題を回避できます。
キャンセル料が適用されるのは航空券の発券後のみであるため、申
請した出張がキャンセルになった場合でも、手数料なしで問題なく予
約をキャンセルできます。

■ 出張事後承認：出張経費の報告に基づいて、出張の総支出額を完全
に把握

■ 自動承認：事前定義済みの一定の基準に従い、出張申請や出張経費
報告を承認。たとえば、実際の支出が事前定義済みの上限額と比べ
て問題がない場合や、出張経費が申請で承認された費用を「値 X」
以上超過していない場合に、報告を自動的に承認します。

■ 自動電子メール通知：承認プロセスの各段階が完了したことを従業
員に通知。たとえば、出張経費が決済され、会計に転送されたときに
従業員に通知されます。

統合ワークフローによる承認の迅速化
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ローカルシステムに 
グローバルなメリットを

SAP Travel Managementは 90カ国以上の企業で使用されています。
国際標準のバージョンと、すぐに実行できる事前設定済みの多くの国別
バージョンの両方が提供およびサポートされています。標準バージョン
には出張経費管理の全設定が含まれ、必要に応じて、国別の出張手当、
課税コード、課税関連の払戻費用などの値に合わせて、国際標準を補
完、調整できます。

国別の値を利用（またはすぐに調整）できるので、さまざまな国の国内税
制と日当規定を考慮する必要があるグローバル企業にとって、このアプ
リケーションは大きな利点となります。出張管理のプロセスチェーン全体
の基盤を提供するSAP Travel Managementでは、国別の全社レベル
の構成設定を起点として調整を加えることで、固有の出張手当、最大値、
課税対象額と非課税額、さまざまな検証 /算出手法を追加することがで
きます。SAPは法規制の変化に対応するため、サポートパッケージ方式
とSAP Service Marketplaceからのダウンロード方式のアップデートの
両方を提供しています。

公共機関の出張経費の決済と精算には、極めて特殊な要件が求められ
ます。このような要件を満たすため、SAP Travel Managementには、
米国、カナダ、ドイツ、フランスなどの公共機関の関連情報を含む特別な
バージョンがあります。この専用バージョンの最大のメリットの 1つが、
予算管理との統合が簡単であることです。

SAP Travel Managementでは、公共機関の出張者が予算管理部門の
収支配分を使用して出張を作成できるので、出張経費を予算管理と直
接統合できます。このソフトウェアは、出張申請の提出 /承認時に予算の
利用が適切であるかを確認し、必要な予算を確保します。後で出張経
費を転記したときに、その未確定債務（予算執行予約）は自動的に消去さ
れ、実際に出費した総費用分だけが予算から減額されます。この統合ソ
フトウェアでは、補助金や職務分野に出張経費を配分することもできます。

業種別ノウハウ：公共機関の例

南北アメリカ

米国
カナダ
メキシコ

EMEA

オーストリア
ベルギー
デンマーク
フィンランド
フランス
ドイツ
イタリア
オランダ
ノルウェー
ポルトガル
スペイン
スウェーデン
スイス
イギリス

アジア太平洋

日本

図 4： すぐに実行できる国別テンプレートの概要
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ビジネスのスピードがさらに加速するなか、従業員が出張をリモートで
管理できる機能の必要性が高まっています。SAP Travel Management
が提供する統合ソフトウェアオプションは、この機能を実現します。その
例を2つ紹介します。

出張経費のオフライン入力
出張者はノートパソコンと標準のWebブラウザーを使用して、いつどこでも
経費情報や領収書を入力することができます。SAP Travel Management
は本来、Javaベースのオフラインアプリケーションであるため、モバイル
デバイスを接続する必要がありません。SAP NetWeaver Mobileコン
ポーネント経由の双方向の同期プロセスによって、後日オンラインアクセ
スしたときにすべてのデータを同期できます。さらに、従業員はオフライ
ンアクセスを使用して作業時間と予定時間を追跡することもできます。

モバイル予約オプション
出張者はCompaq iPAQなどのハンドヘルドデバイスを使用して、オン
ライン予約と出張手配を行うことができます。また、従業員が自力で既存
の出張を確認したり、必要な箇所を即座に変更したりできるため、コスト
の高い24時間サービスに問い合わせる必要がありません。

包括的な出張管理レポートオプションによって、関連情報を瞬時に入手
できるため、管理プロセスと意思決定プロセスの意義と俊敏性を高める
ことができます。このレポートオプションは、次の種類の問題において出
張担当マネジャー、購入担当者、管理担当者をサポートします。

■ 旅行サービスの選択、計画、調達
■ 旅行会社との交渉
■ さまざまな国の複数のソースからグローバルデータを統合
■ 出張予約と出張経費の分析
■ 社内出張規程の策定と遵守の監視
■ 出張固有の内部プロセスの設定
■ 組織内での出張の管理と統制の強化

SAP Travel Managementには出張計画と出張経費管理を目的とした
25種類以上の標準レポートがあります。これらのレポートでは次のよう
な情報を提供します。

■ 航空会社、ホテル、出張前 /出張後のレンタカー台数
■ 組織単位または従業員から報告された例外
■ 組織単位またはコストセンターあたりの合計出張経費
■ 年間の従業員あたりの合計出張経費
■ Xカ月以上前の未処理の仮払金
■ 事前定義済みの最大値を超える領収書の決済
■ 所得関連の支出
■ 仮払消費税の還付
■ 各モバイルユーザーの現在地（セキュリティ確認のため）
■ 最も出張回数の多い従業員

時間と場所を問わない、 
出張のモバイル管理 レポート：単調な作業の簡素化
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使いやすいクエリーツールを使用すれば、ほかのレポートも作成できま
す。また、SAP NetWeaverプラットフォームの一部であるSAP NetWeaver 
Business Intelligence（SAP NetWeaver BI）コンポーネントが提供する
ビジネスインテリジェンス機能を使用して、出張管理情報を評価および
分析することもできます。さらに、SAP Travel Managementには、マネ
ジャーが企業の専用ポータルでコストセンターやプロフィットセンターの
情報を分析できる標準的なビジネスクエリーも数多く用意されています。

レポート画面では、ボタンを押すだけで、組織の分野に応じて情報を配
列したり、フィルタリングや並べ替えのオプションを使ってデータを簡単
に整理したりできます。ユーザー固有の値と例外を定義することもでき
るため、計画からのズレを早期に特定し、対策を講じる上で役立ちます。
また、このアプリケーションのレポートエージェントを使用すれば、Web
に例外リストを公開することや、該当する従業員や部門に直接送信する
ことも可能です。

2、3の簡単な手順だけで、ホテル予約の地理分布など、その他の分析
レポートを見ることができます。ここでは標準アプリケーションで使用可
能なクエリーの種類の例をご紹介します。たとえば、次の分野の出張経
費分析を実行できます。

■ 出張経費の概要
■ 経費の種類に基づいた概要
■ 出張の回数

プロバイダーや販売に関する分析も実行できます。

■ 都市の組み合わせ別のフライト回数
■ プロバイダー別のフライト回数
■ 地理的な階層別のレンタカー台数
■ プロバイダー別のレンタカー台数
■ 地理的な階層別のホテル宿泊数と利用回数
■ プロバイダー別のホテル宿泊数と利用回数

図 5： 出張経費の分析を示したサンプルレポート
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SAP Travel Managementは、SAP ERPに含まれるほかの多くのアプリ
ケーションと統合されており、自動化された使いやすい機能によって次
の分野を背後からサポートします。

財務会計（SAP ERP Financials）
出張経費の会計処理で決定した結果を企業会計に計上し、企業管理会
計のコスト会計プロセスに追加します。決済された出張をまとめて転記
処理し、情報を検証して、旅費振替書類を作成します。それぞれの書類
には内部キーが割り当てられ、後で企業会計の対応する転記書類にコ
ピーされます。その後は、複数の論理シーケンスに従って会計に情報を
転送できます。以上により、会計の観点から出張関連の財務書類を完全
に追跡し、監査することができます。

人材管理（SAP ERP HCM）
出張経費の払戻にどの支払方法を使用した場合でも、課税対象額の追
加が必要な場合は、SAP ERP HCMに会計結果を転送する必要があり
ます。SAP Travel Managementでは、統合された国別の支払プロセス
を通じて、SAP ERP HCMにデータが直接転送されます。

SAP NetWeaver Business Intelligence
SAP NetWeaverプラットフォームのコンポーネントであるSAP NetWeaver 
BIを併用すると、（GDSと同期された）出張計画情報と出張経費情報に
基づいて詳細な分析 /評価を実行することができます。SAP NetWeaver
では複数のテクノロジーコンポーネントが 1つのプラットフォームに統合
されており、実行しているソフトウェアが SAPまたは SAP以外であるか
を問わず、あらゆるシステムを最適な方法で統合できます。SAP 
NetWeaverはまた、ITと業務プロセスの連携を促します。サービス指
向アーキテクチャー（SOA）の基盤でもあるSAP NetWeaverなら、ビジ
ネスソリューションを迅速に構築 /拡張しながら、ビジネスの革新を促進
していくことができます。

SAP Travel Managementの導入環境は、自社固有の条件に応じて定
義することができます。たとえば、次の方法でこのアプリケーションを実
行できます。

■ SAP ERP HCMおよび SAP ERP Financialsと同じシステム上
■ SAP ERP HCMと同じで、SAP ERP Financialsとは異なるシステム上
■ SAP ERP Financialsと同じで、SAP ERP HCMとは異なるシステム上
■ 独立したシステム上

統合によるシステムメリットの拡大
利便性に合わせた 
システム環境のカスタマイズ
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出張管理の進化を促進

SAP ERPの実績ある出張管理ソリューションを通じて、SAPは企業内部
のエンドツーエンドなプロセスの自動化や、出張エコシステムを形成す
るサプライヤーや決済パートナーに至る企業外部へのプロセスの拡張
といったビジョンを発展させてきました。

SAP ERPの SAP Travel Managementは、多くの革新的な強化機能の
基盤として SAP NetWeaverプラットフォームを使用しています。SAP 
NetWeaverが提供する、ほかに類を見ない豊かなユーザーインター
フェースの構成オプションを活用することで、幅広いユーザーに対応した
アプリケーションを構築することができます。さらに、SAP NetWeaverに
よって、以下の側面に重点を置いた多数のコンテンツ強化が実現します。

透明性と生産性
SAP Travel Managementには、戦略的な出張担当マネジャーと各部門
のマネジャーの両方に向けて、数多くの優れた分析アプリケーションが
用意されています。しかし今後は、ユーザーがそのつど情報を探し求
める必要はなくなります。企業における意思決定向上のために SAPが
掲げる新しい概念では、必要なときに、必要とされる情報が即座にユー
ザーに提示されます。カスタマイズされたポータル式のワークセンター
と使いやすいダッシュボードによって、ユーザーは自分にとって最も重
要性が高い正確な情報の概要を確実に取得でき、さらにオプションのド
リルダウン機能を利用して簡単に詳細情報を確認することもできます。

Microsoft Outlookスイートとの統合により、SAPのバックエンドソフト
ウェアの出張管理サービスにOfficeの会議やスケジュールを結合し、使
い慣れたアプリケーションから直接アクセスして利用することもできます。
これにより、日常的な出張手配の生産性がさらに向上すると期待できます。

オープン性と柔軟性
SOAの基盤であるSAP NetWeaverには、旅行会社やコンテンツアグリ
ゲーターなどの外部のコンテンツプロバイダーとの新しい接続オプショ
ンが多数用意されています。オープンなプラットフォームをベースとして
インターフェースが構築されているため、カスタムソリューションを「開発・
保全」するのではなく、外部のコンテンツを「構成・実行」できるようにな
ります。

SAPでは SOA対応アプリケーションの普及に向け、新しいパートナー
シップの構築を進めています。会議管理やイベント管理のような出張関
連の専用オプションはもちろんのこと、SOAのインターフェースをベース
にすれば、サプライヤーとの直接接続をさらに有効活用できるアプリケー
ションも登場することでしょう。SAP NetWeaverを基盤とした SOA構想
では、SAPまたは SAP以外であるかを問わず、あらゆるソフトウェア資
産を活用しながら、企業のニーズに応じた業務プロセスを柔軟にモデリ
ングすることができます。

SAP Travel Managementは企業の出張管理プロセスの合理化と出張
費の節減を支援します。SAP Travel Managementの詳細については、
SAP担当者にお問い合わせいただくか、以下のWebサイトをご覧ください。
http://www.sap.com/japan/solutions/business-suite/erp 
/corporate_services/travel_mgmt.epx

http://www.sap.com/japan/solutions/business-suite/erp/corporate_services/travel_mgmt.epx
http://www.sap.com/japan/solutions/business-suite/erp/corporate_services/travel_mgmt.epx
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